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    計画の基本的考え方 
 

   子ども計画（第２期）で目指すべき姿 
 
すべての子どもが、家庭や地域・他者との関わりや多様な体験の中で、本来もっている力を
存分に発揮し、喜びをもって健やかに育っていくまちを目指します。 
保護者と区民、事業者等は、すべての子どもの子ども時代が豊かなものとなるよう、見守り支
えていきます。 
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   計画策定にあたっての視点 
 
出生数の増加などにより平成21年から平成27年の 6年間で約5,800 人増となった就学前
人口は、今後もほぼ横ばいで推移すると予測されています。また、子どもを育てながら就労する
保護者も増加するなど、働き方やライフスタイルが多様化しており、子ども・子育てを支える基
盤の量的な拡充が求められます。 
一方、核家族化やひとり親世帯、外国人の保護者・子どもの増加、地域のつながりの希薄化に
より保護者が孤立しがちであることから、出産や子育てに感じる不安感、負担感の軽減が課題と
されています。 
これまでも、子ども・子育てにかかる支援は、区民、事業者、支援活動団体など様々な主体に
より実施され、子ども・保護者を支えてきましたが、多様なニーズの高まりから、今後、その実施
主体は一層多元化が進むことが予想されます。 
こうした社会状況を踏まえ、次ページ以降に示す計画体系、施策・取組みの策定にあたっては、
地域の様々な資源が提供する支援が最大限生かされるよう、次の４つの視点をもって検討を
行うこととしました。 
 

◆ 当事者の参加・参画の推進 
子ども自身や保護者が、当事者として事業運営や事業の実施主体とどのように関わって
いくか。その仕組みをどのように構築し、支えていくか。 
 

◆ 地域で包括的に支える仕組みの構築 
身近な地域で安心して子どもを生み育てられるよう、また、すべての子どもの育ちが子ど
も自身にとっても保護者にとっても喜びとなるよう、どのように区民・地域の子育て力を高
め、地域の資源を生かしながら切れ目なく支えていくか。 
 

◆ 若者期を見据えた子育ち支援 
やがて社会を担うとともに子どもを育てる立場ともなっていく子どもに対し、どのような体
験が望まれ、どのような支えや見守りが必要か。若者が直面する課題を見据えたとき、そ
の手前でどのような施策が求められるか。 
 

◆ 区が果たすべき責任と役割 
サービスが量的拡大し実施主体も多元化する中で、世田谷区が目指すサービスの質や
サービス利用者である子どもの人権や安全・安心をどのように確保していくか。また、区が
主体となって運営する事業が果たす役割をどのように位置づけるか。
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